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が成り立つことを示せ．ここで，Γ(z) はガンマ関数である．
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であることに注意したい．
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であり，すべての自然数 n に対して，部分積分法により
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In が得られる．(i) n = 2 k （k ∈ N）のとき
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であり，(ii) n = 2 k − 1 （k ∈ N）のとき
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